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平 成 元 年 、平 塚 キ ャ ンパ ス 開 設 の 年 に 当た って本 報告 を お送 り し うる こ とは 、研

究 所 全 員 の ひ と しく喜び とす る と ころ で あ る 。学 校 法 人 神 奈 川 大 学 知 識 情 報研 究 所

は 以 下 に述 べ る ご と く本 年 も活 発 な 活 動 を展 開 し、社 会 に 対 す る神奈 川大 学 の学 的

寄 与 の責 務 を果 たす こ とが で きた 。 この こ とは 大 学 全 体 の 支 援 と関 係 各位 の協 力 、

後 援 の 賜 で あ り、 こ こに深 く感 謝す る次 第 で あ る.

1986年 、 研 究 所 が 発 足 した と き ス タ ・一 ト し た 研 究 所 の 諸 活 動 は ほ ぼ4年 を 経

た 現 時 点 で 態 勢 が 整 い 、国 の 内 外 に 対 して そ の 地 歩 を 確 立 し 、 具 体 的 な 成 果 を 世 に

問 い う る に 至 っ た 、

す な わ ち 、 フ ォ ー ラ ム は 維 持 会 員 メ ン バ.__.の ほ か 企 画 ご との 臨 時 会 員 を 加 え る と

100名 を 越 え る 参 加 を 得 る 状 況 が 定 着 し 、大 学 と社 会 との 間 の 学 的 交 流 の 場 を つ

く る 当初 の 意 図 は ほ ぼ 確 立 され た 観 が あ る 。 ま た 、 平 成 元 年 度 よ りは 生 涯 教 育 、社

会 教 育 の 場 と して2日 な い し3日 の 日 程 に よ り高 等 教 育 、研 修 を は か る 目 的 で 、学

協 会 の 協 力 、 後 援 に よ る 研 修 フ ォ ー ラム を 「包 装 」(社 団 法 人 日 本 包 装 技 術 協 会

後 援)、 「高 分 子 分 析 」(社 団 法 人 日本 分 析 化 学 会 共 催)に つ い て 行 い 、 甚 だ 盛

会 裡 に 終 了 した 。 こ の 企 画 は 平 成2年 度 以 降 も継 続 して 行 う予 定 で あ る 。

さ らに 、研 究 所 発 足 当初 よ り内外 諸 学 者 の 協 力 に よ り進め た科 学 技 術 用 語 に 関す

る共 同 研 究 は 、本 年 度 、多 分 野共 通 多言 語 表 現 科 学 技 術 用 語 集 の 策 定 、 日中 表 現 多

分 野 共 通 「化 学 」基 本 用 語 集 を生 む こ とが で き た 。 この 事 業 は 、地 域 的 に も 、 また

社 会 的 に も多面 的 にな りつ つ あ る現 代 にお いて は 基 本 用 語 の整 備 が根 本 的 重 要 事 で

あ る との 認 識 に よ る もの で あ り、幸 い 、多 方 面 の 有 力 な諸 氏 の協 力 に よ り具 体 的 な

成 果 が 得 られ た わ け で あ り、感 謝 に た えな い 。

また 、 当研 究 所 は 実 質 的 に は神 奈 川 大 学 理 学 部 の 教 員諸 氏 を メ ンバ ー とす るが 、

平 塚 キ ャ ンパ ス の語 学 関 連 の 教 員 諸 氏 を も客 員 研 究 員 と して メ ンバ ー に擁 して い る 。

この 利 点 に よ り本 年 度 は 新 た に科 学 教 材 ビデ オ の 中 に現 れ る用 語 の 日英 対 訳 集 の 作

成 の プ ロ ジ ェ ク トをス ター ト し、そ の最 初 の 成 果 を得 る こ とが で きた 。 ビデ オ教 材

は 近 年 甚 だ整 備 され つつ あ る とこ ろで あ る 。 それ ちは 関 係 者 の 多大 の努 力 と経 費 に

よ り作 成 され た もの で あ る 。 それ 故 、 日本 版 で作 成 され た もの が 海 外 で 利 用 され る

こ とは 極 め て 望 ま しい こ と とい わ ね ば な ちな い 。我 々は 日本 語 版 の ビデ オ 教 材 が 海

外 の人 々に も利 用 され うる よ う希 望 し、 その 一 助 と して この プ ロ ジ ェ ク トを企 画 し



た もの で あ る 。 それ の み で な く、我 が 国 の 学 徒 が 海 外 に お いて 活 動 す る こ とは 日常

事 とな りつ つ あ る現代 に お い て 、科学 技術 の用 語 が 日本 語 、外 国語(た とえば 英 語)

で どの よ うに な っ て い るか を学 習 す る こ とは 甚 だ 望 ま しい こ とで あ る こ とを考 え 、

本 学 の 学 生 教 育 に も役 立 つ 教 材 とな る こ と を願 って 、関係 者 の協 力 に よ り作 業 を進

め た 次 第 で あ る。

最 後 に 、 当研 究 所 が 現 在 鋭 意 努 力 しつ つ あ る共 同研 究 「新 安 全 学 の科 学 技 術 の 体

系 化 」に つ い て ふ れ て お きた い 。科 学 技 術 が 巨大 化 した 現 代 社 会 に あ って は 、 「安

全 」は人 類 の 現 在 お よび 将 来 を決 定 す る根 本 要 件 で あ る 。 「安全 の 科学 技 術 」は い

か に あ るべ きか を総 合 的 に 考 え 、対 応 をは か ろ う とす る の が我 々の 意 図 で あ り、 そ

の ため に共 同研 究 の 場 と して 産 官 学 の 研 究 者 の 参 加 を求 め 、現 在 我 々は共 同研 究 を

進 め て い る と こ ろで あ る 。 そ こで 我 々は 、す で に3回 国 際集 会 を開 催 し、前 年 度 の

研 究 所年 報 に よ っ て国 際 フ ォー ラ ムの 提 出論 文 を紹 介 、報 告 した 。平 成元 年 度 に引

き続 いて 行 った 国 際 フ ォー ラム の 報 告 の 一 部 を本 報告 に も登 載 す る 。 この 研 究 は現

在 さ らに 発 展 し 、展 開 中 で あ る 。

以 上 、平 成元 年 度 に 当研 究 所 が行 った活 動 の 一 端 を紹 介 し、今 後 の 引 き続 い て の

お 力添 えを願 う次 第 で あ る 。
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